
　

は
じ
め
に
佐
藤
組
合
長
が
、「
第
七

次
３
カ
年
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
農

業
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
地
域
農
業

の
振
興
、
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
実
現
、
地
域
に
根
ざ
し

組
合
員
に
向
き
合
う
事
業
展
開
を
行
っ

て
き
た
。
経
営
面
で
は
、
全
て
の
事
業

が
厳
し
い
事
業
展
開
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
中
、
組
合
員
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ

て
、
今
年
度
も
計
画
を
上
回
る
剰
余
金

を
見
込
め
る
状
況
と
な
っ
た
。
平
成
２９

年
度
は
、
第
七
次
３
カ
年
計
画
の
２
年

度
と
し
て
、
計
画
を
確
実
に
実
行
し
て

行
く
と
共
に
、
厳
し
い
経
営
環
境
を
直

視
し
、
将
来
を
見
据
え
た
事
業
運
営
の

改
革
を
着
実
に
進
め
い
く
」
と
あ
い
さ

つ
。

　

ま
た
、
平
成
３０
年
４
月
を
め
ど
と
す

る
、
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と
と
の
合
併
に

つ
い
て
は
「
今
後
は
合
併
研
究
会
か
ら

合
併
推
進
協
議
会
に
移
行
し
、
農
政
に

つ
い
て
多
様
化
・
高
度
化
す
る
組
合

員
・
地
域
住
民
に
持
続
的
に
対
応
で
き

る
よ
う
両
Ｊ
Ａ
で
、
組
合
員
の
声
を
聞

き
な
が
ら
慎
重
に
協
議
を
行
っ
て
い

く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

平
成
２９
年
度
の
計
画
販
売
額

は
、
５７
億
５
４
０
０
万
円
で
前

年
度
対
比
１
０
４
・
１
％
。
内

訳
は
、
米
３５
億
９
４
０
０
万
円

（
１
０
５
・
９
％
）、
大
豆
・
雑
穀

１
億
５
５
０
０
万
円（
９７
・
０
％
）、
農

林
産
物
（
野
菜
、
菌
茸
、
花
き
な
ど
）

１８
億
円（
１
０
１
・
９
％
）、
畜
産
物

２
億
３
０
０
万
円（
９８
・
３
％
）、
こ

の
う
ち
野
菜
は
１７
億
３
４
０
０
万
円

（
１
０
１
・
２
％
）
を
計
画
し
、
ね
ぎ

１３
億
円
、
山
う
ど
１
億
２
４
０
０
万

円
、
き
ゃ
べ
つ
９
千
万
円
、
み
ょ
う
が

１
億
６
０
０
万
円
な
ど
と
設
定
し
ま
し

た
。

臨
時
総
代
会

安
心
し
て
農
業
経
営
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
よ
る
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
す

　

３
月
２７
日
に
「
臨
時
総
代
会
」
が
能
代
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

臨
時
総
代
会
に
は
、
総
代
５
０
０
人
の
う
ち
、
実
出
席
２
２
０
人
、
書

面
議
決
２
３
３
人
、
委
任
状
４
人
の
合
計
４
５
７
人
が
出
席
。
平
成
２９
年

度
事
業
計
画
な
ど
全
６
議
案
の
ほ
か
、
付
帯
決
議
を
協
議
し
、
す
べ
て
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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